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1.運動方程式を解く(既出)
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Maxwell(運動)方程式
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主方程式と軌道方程式

主方程式(メトリックと同値)

軌道方程式( )
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軌道(極点移動)
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軌道方程式の特徴(指標)

軌道方程式の解を
とすると

・・・軌道の大きさ

・・・離心率

・・・極点移動(後ろにずれる)
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*なぜ極点移動が起きるのか?

・・・極点(常に後ろにずれる)

*水星の近日点は進んでいる。?・・進む
理由はない。(要記憶)
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2.電磁気力と重力

(円運動のつり合い)

(i)電磁気力

(ii)重力

よって、電子古典半径 に

シュバルトシルト半径 が対応する。
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惑星の軌道方程式

を に替える。

(主方程式) 面積速度

エネルギー係数

(軌道方程式)
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水星の軌道方程式
(1) 軌道方程式(超楕円・・制限なし)

(2) 軌道方程式 (楕円軌道に限定する・・ケブラー)
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水星データ(楕円軌道)

楕円の方程式
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水星データ( )

(面積速度 と エネルギー係数)

これは、
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水星データ2( )

近日点での方程式

これを解くと

ここで、
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水星軌道(極点移動)

水星データ(超楕円軌道の遅れ)
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水星軌道(極点移動2)

水星データ(楕円軌道の進み)・・進む理由?

(i) 1回の回転で

(ii) 415回の回転で
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一周面積の比較(図)
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一周面積の比較

(i) 楕円の１周

(ii) 超楕円の１周
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１周面積の一致

楕円の１周と超楕円の１周が一致するとき

また、 、 よって

面積速度が同じ(⇒時間も同じ)。
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3.光の軌道

楕円の軌道

光の軌道 とすると

より

よって
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光の屈曲

ひかりの軌道
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光の屈曲2
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詳しくは

http://www.nbu.ac.jp/~shimamoto/genko.html
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